
 

令和６年度 第２回 菰野町入札監視委員会 議事概要 

開催日及び開催場所 令和７年 3月 27 日  庁舎３階 305 会議室 

出席者氏名 委 員 長 南川 直樹 

委   員 澤田  博 

委   員 武藤 隆夫 

審議対象期間 令和６年９月１日 ～ 令和７年１月 31 日 

抽出案件 ５件 

報告事項 ○発注工事について 

○指名停止等の運用状況について 

審議事項 ○抽出事案について 

・特定環境保全公共下水道事業 北部第8汚水管渠布設工事6-10工区 

・特定環境保全公共下水道事業 北部第8立坑設置工事 

・特定環境保全公共下水道事業 北部第8汚水管渠布設工事6-11工区 

・菰野町斎場火葬炉等改修工事（機械設備工事） 

・菰野町清掃センター 設備配管更新他工事 

 

質問・意見 １ 委員長の互選について 

 

委員長及び委員長職務代理者については、以下のとおり決定した。 

委 員 長  南川 直樹 氏 

職務代理者  澤田  博 氏 

 

２ 発注工事及び指名停止等の運用状況について 

 

（契約状況について） 

委 員：予定価格を事前公表する意義を教えてください。 

事務局：職員に対する予定価格を探る行為などの不正行為の防止が可能となること 

です。 

委 員：今年度に予定価格の事後公表を試行した意図を教えてください。 

事務局：菰野町では、建設工事発注時に予定価格事前公表を採用しており、積算能 

力が不十分な事業者でも事前公表された予定価格を参考にして受注する事

態が生じ、積算能力が育まれにくいことから、予定価格事後公表を試行導

入し、積算能力を競わせることを目的に実施しました。結果としては事前

公表で発注した案件と同じく、入札価格に差がない結果となりました。こ

れは参加業者が用いる積算ソフトの性能が向上していることや、過去の同

種工事の設計内容が情報公開請求にて取得され、蓄積されていることによ

り、一定程度の積算能力を有していたものであると考えています。 

委 員：今後も同様に事後公表を続けていきますか。 

事務局：今年度は初の試みとして舗装工事、土木一式工事で実施しましたが、業種 



 

の指定は行っていないため、他工種でも実施していきたいと考えています。 

委 員：随意契約で発注した工事における設計金額の積算方法はどうしていますか。 

事務局：基本的には積算基準を用いて設計していますが、特殊な設備等に係るもの 

については、積算が困難であることから、設備を熟知している導入（保守） 

業者からの見積を参考にすることもあります。 

 

 

（指名停止等の運用状況について） 

委 員：指名停止措置基準に「三重県又は県内市町による資格（指名）停止の決定 

を受けたとき」とありますが、三重県や県内他市町の指名停止情報はどの 

ように把握されていますか。 

事務局：他自治体の指名停止情報は情報共有される枠組みが定められており、そち 

らで他自治体の指名停止情報を把握しています。 

 

 

３ 抽出事案について 

 

（特定環境保全公共下水道事業 北部第 8 汚水管渠布設工事 6-10 工区） 

委 員：変更契約を２回締結していますが、理由を教えてください。 

担当課：１回目の変更契約につきましては、想定よりも湧水が多く、地下水位低下 

工を追加で実施したことによるものです。また、２回目についても、他地

点にて想定外の湧水が確認されたため、地下水位低下工を延伸したことに

よるものです。 

 

（特定環境保全公共下水道事業 北部第 8 立坑設置工事） 

委 員：具体的な施工箇所等を教えてください。 

担当課：県道の歩道部分に立坑を設置する工事となります。 

 

（特定環境保全公共下水道事業 北部第 8 汚水管渠布設工事 6-11 工区） 

委 員：変更契約後の概要にて、汚水枡及び取付管工が８箇所から６箇所に変更さ 

れていますが、理由を教えてください。 

担当課：取り付け予定であった公共汚水桝が、住民からの要望によって設置が取り 

下げられたことによるものです。 

 

（菰野町斎場火葬炉等改修工事（機械設備工事）） 

質疑事項なし 

 

（菰野町清掃センター 設備配管更新他工事） 

委 員：随意契約に当たって、契約金額はどのように決定されますか。 

担当課：点検にて報告される更新必要箇所を確認した上で見積もりを徴取し、見積

書の内容を精査確認し、契約を締結しています。 

 

 



 

４ その他 

 

事務局：少額随契に係る上限基準額が昭和57年以来、変更となります。基本的に基 

準額を超えるものについては入札を実施し、基準額以下のものについては、 

見積もり合わせによる随意契約を実施しています。運用の変更については、 

発注課、請負業者への周知や規則等の整備にかかる時間を考慮し、令和８ 

年度当初からの実施を検討しています。 

 

会議資料 ・発注工事総括表、入札方式別工事一覧表、指名停止等の運用状況一覧表 

・各抽出事案の競争入札結果表、工事台帳、施工場所位置図 

・予定価格事後公表案件及び総合評価方式案件に係る資料 

・少額随契基準額の見直しに係る資料 

 


